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1.学 会と大会の概要

オーストラリア日本研究学会 (」apanese Studies

Association of Australla l」SAA)は ,第 2次 世界大

戦後のオーストラリアにおける 「日本研究」の進

展を背景とし,1978年 に設立 された。」SAAは

1980年に第 1回 大会を開催し,近 年はオーストラ

リア国内各地において 2年 ことに大会を開催して

いる。2007年の第15回 」SAA大 会は,オ ーストラ

リアの首都キャンベラにあるオーストラリア国立

大学において, 7月 1日 ～ 4日 に開催された。本

稿ではこの」SAA大 会について,筆 者が発表を

行った 「図書館プロクラム」を中心に紹介するこ

ととしたい。

この JSAA大 会では,「全体会」のほか経済,政

治,法 律,コ ミュニケーション(語学教育など),歴

史,文 化といった主題ごとの 「分科会」方式で講

漠ないし研究発表が行われた。今回はさらに, 日

本研究に関する情報源と図書館サービスに焦点を

当てた 「図書館プログラム」力ざ,JSAA大 会とし

ては初めて設けられた。もともと, 日本ないしア

ジアの研究に関する学会とともに図書館関連のブ

ロクラムが設けられる, というのは,米 国の 「ア

ジア研究学会 (Association for Asian Studtts i

AAS)」 の下部組織である 「東亜図書館協会 (Coぃ

ncil on East Asian Libraries i CEAL)」の例がある

(両者とも毎年春に米国内各地で大会を開1盤)c 今回の

」SAA大 会における 「図書館プログラムJの 開僧!

は, AASと CEALと の関係にならったものと言

えるだろう。なお,今 回の大会への参加者総数は1

日豪両国および他の国々の人々を含めて280名は

どであった。
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2「 図書館プ ログラム」の概要

「図書館プロクラム」における発表ないしシン

ポジウムは, 7月 2日 ～ 4日 の午前中に, オース

トラリア国立大学図書館内の一室で行われた。こ

のプロクラムでは,以 下の通 り, 日ごとにまと

まったテーマが設定された。

このプログラムでは毎回30名ほとの出席者が

あったか,上 記のように 「分科会」方式が取られ

出席者も細分化される中,筆 者の知る限り分科会

単位では図書館プロクラムが一番多くの聴衆を実

めたのではないか, と考える。現地からは, オー

ストラリア国立大学図書館, モナ ッシュ大学図書

館 (メルボルン),オーストラリア国立図書館,国際

交流基金シドニー日本文化センターの図書館員ら

にカロえ,隣 国 ・ニュージーランドのオークランド

大学の図書館員や。関心のある研究者らが, この

プロクラムに聴衆として参加していた。

①日本研究の情報源の紹介 (7月 2日 )

ここでは,原 田圭子氏 (国立国会図書館)が

▲ 「図書館プログラム」の模様 1
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NDL‐OPAC経 由での文献複写から 「デジタル ・

ライブラリー」活動を含めた同図書館の新規サー

ビスを紹介し,牟 田昌平氏 (国立公文書館)が 同文

書館のデジタル ・アーカイブおよびアジア歴史資

料センターの活動を説明した。さらに筆者は日本

の 「電子政府サービス」の実例を紹介しつつ,図

書館が電子政府をサービスに取り入れる際の課題

について論じた。参加者からは,政 府情報保存へ

の懸念や電子上のサービスヘの期待などに関する

コメントが多く寄せられ, この日取り上げられた

情報源やサービスヘの関心の高さをうかがうこと

かできた。

②日本研究関連資料を扱う図書館の課題 i米国の

状況をもとに (7月 3日 )

このセッションでは在米の大学図書館員より,

日本研究資料を活用した図書館サービスに関する

実践状況が報告された。まず,Robert Britt氏 (ワ

シントン大学図書館)よ り日本法研究のためのさま

ざまな情報源か紹介されたが,有 料 ・無料を含め

たインターネ ット情報源の普及に伴い,海 外にお

いて日本法研究の進展の可能性が高まっているこ

とか強調された。

続いて, 仁木賢司氏 (ミシガン大学図書館)が 同

図書館での Google Book Searchプ ロジェクトの

実施状況について,特 に中国語 ,日本語 ・韓国語

資料の扱いに焦点を当てて説明 した。VictOtta

Bestor氏 (北米日本研究資料調整協議会事務局)は ,

電子情報源の契約交渉やリテラシー教育など同協

議会における活動を紹介 した。また坂口英子氏

(メリーランド大学図書館)は 米国での日本資料担当

図書館員に関する現状調査 (特に現職研修について)

を報告 したが,近 年は若い人々が 「中国語 。日本

語 。韓国語 (CJK)」資料担当者として雇用される

状況が進んでいることが強調された。

なお, このセ ンシヨンの後,オ ーストラリア,
ニュージーランド,米 国,お よび日本で日本研究

資料を扱う図書館員による非公式な会合が設けら

れ,米 国の実践を軸にした活発な情報交換が行わ

れた。

9日 本研究に関連する歴史的資料 (7月 4日 )

この日は,最 初にPaln 01iver氏 (モナッシュ大

学名誉研究員)が 日豪交流の歴史 (移民や第2次世界

大戦前の企業活g41)を解沓まえつつ, オーストラリア

国内でのこの点の資料の概要や所蔵状況について

説明した (こうした資料については後掲の新聞記事で

も取り上げられている)。続いて,小 出いずみ氏 (渋

沢栄一記念貝J団 実 業史研究情報センター)が , 同セ

ンターにおける社史データベース作成などの事業

などを紹介した。最後に,石 上英一教授 (東京大学

史料編纂所)が ,日 本史資料のデジタル・アーカイ

ブ構築などの同編纂所の最近の取り組みを紹介し

た。

参加者からは, 3日 間の議論のまとめとして

「インターネット上の日本情報に関する 『組織化』

について日豪間で情報交換を進める必要性」「イ

ンターネット上の日本情報を 『オンライン翻訳』

によって活用する可能性」などについてコメント

があった。

3.大 会のその他の概要

本大会の全体会では, 7月 2日 に猪回邦子氏

(衆議院議員)が 自ら特命大臣として手がけた少子

化対策 ・男女共同参画政策について, また中嶋嶺

雄教授 (国際教養大学理事長・学長)が 日本の教育改

革について講演 した。 4日 には日本史学者の

Cal‐ol Gluck教授 (米国コロンビア大学)が 「なぜ日

本の政治的 ・社会的変化は漸進的なのか」という

テーマで,現 在の時局も視野に入れた講演を行っ

た。

また,会期中には「Book Launch」 と呼ばれる,

研究者の著書を紹介するセ ッションが何度か設け

られた。 こ こでは, Tessa MorAs‐ Suzuki教 授

(オーストラリア国立大学)に よる最新刊 『北朝鮮ヘ

のエクソタス (ユYοあsをοぶめ/171 rt。,セα)』(日本語版は

朝日新聞社より2007年刊行)や ,上 述の01lver氏の

近著などが取り上げられた。

さらに会期中は何度かの交流行事か設けられ

▲ 「図書館ブログラム」の模様 2
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▲オーストラリア国立大学図書館

た。大会初日の 7月 1日 は現地の学生が和太鼓と

笛の演奏を抜露 し,大 会参加者をもてなした。 2

日は在オーストラリア日本国大使公邸にて歓迎式

典が行われた。さらに3日 は国会議事堂内の大会

場において晩餐会が開かれ, 」ohn HOwardオ ー

ストラリア首相が挨拶に立ったほか,日 豪通商協

定調印 (1957年7月 6日)50周年を祝福する安倍晋

三首相 (当時)の スピーチが上国秀明駐豪大使に

より代読された。

その他,大 会全体のプログラムに関しては後掲

の大会ウェブサイトをこ参照いただきたい。

4.大 会の印象など

今回,筆 者にとっては初めての渡豪となった

が,」SAA大 会の 「図書館プログラム」を通 じて,

「日本研究」に携わる人々にとって図書館サービ

スがいかに重要であるか。 ま た図書館員が適切な

サービス提供のためにいかに努力しているかを,

改めて実感することができた。

とりわけ, オーストラリアを含めた海外の図書

館員にとって大きな関心事と思われるのは, 日本

の新聞記事,研 究論文,事 典類なとのデータベー

スやオンライン情報源に関する,契 約の適正化で

ある。一例を挙けると,VPN(バ ーチャル・プライ

ベート・ネットワーク)と いう接続方式を用いて,

大学の教職員や学生 (特に 「遠隔教育Jな いし 「E

ラーニンク」に携わる関係者)がキャンパスから離れ

た場所から情報,原にアクセスできるようにした

い, というのが図書館員の要望であるが・情報源

のベンダーの中には契約によってそれを認めない

ところがあるという。ほかにも価格面での条件

や,「コンソーシアム」による契約なと・予算面や
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技術面の要件をにらみなから図書館員はベンダ
ー

なととの交渉を重ねている, ということが今回の

渡豪によって (また,こ れまで筆者が2度参加してい

るCEAL大 会でも)明 らかとなった。電子的なも

の,従 来からあるもの (図書,雑誌,マイクロ資料等)

を問わず, 日本研究のための情報源, より広 く言

えば日本のさまさまな事情を伝える情報源をめ

くっていかに利用者のためにサービスを提供して

いくか, 日本国内の図書館員も諸外国の図書館員

の取り組みから学ぶべきところは多いはずだと考

える9さ らに,利 害を共有する図書館員が国を越

えて協働し,ベ ンターなどとの交渉力をつけてい

くことも今後大いに求められるだろう。

また,「図書館プログラム」にとをまらず JSAA

大会の全体を通じて,オ ーストラリア現地の多く

の人々が経済,政 治,法 律,語 学,歴 史,文 化と

いった日本のさまざまな旧1面に対 して,高 い研究

上の関心をもっていることを確認することができ

た。加えて, オース トラリアで学位を取得すべく

奮闘している多くの日本人留学生と出会い,大 い

に刺激を受けたことを,個 人的に書き留めておき

たい。

末筆なから,発 表者および聴衆の方々, ならび

に本大会の運営に尽力された方々,と りわけ

」SAA大 会において初めての 「図書館プログラ

ム」開催のために大きく力を注がれたオーストラ

リア国立大学図書館の高木敏夫氏に,深 く御礼申

し上げたい。

(なお, 本稿における意見の部分は筆者個人のもので

あることをお断りしておきます)
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